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【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   3/18    １０４　
   Ｃ０９Ｋ   3/18    １０２　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月29日(2010.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
　ＲｆａＳＯ２－Ｎ（Ｒ）（ＣｎＨ２ｎ）ＣＨＺ（ＣｍＨ２ｍ）Ｎ（Ｒ’）ＳＯ２Ｒｆｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
　［式中、ＲｆａはＣｐＦ２ｐ＋１（式中、ｐは１～５の整数である。）であり；
　ＲｆｂはＣｑＦ２ｑ＋１（式中、ｑは１～５の整数であるが、ただしｐ又はｑの少なく
とも１つは１である。）であり；
　ＲはＣ１～Ｃ６のアルキル基又はアリール基であり；
　ｍ及びｎは各々独立して１～２０の整数であり；
　Ｚは水素及び式：－（ＣｔＨ２ｔ）－Ｘ－Ｑ－Ｓｉ（Ｙ’）ｗ（Ｙ）３－ｗ｛式中、ｔ
は０～４の整数であり、－Ｘ－は－Ｏ－、－Ｓ－及び－ＮＨ－からなる群から選択され；
－Ｑ－は－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－（ＣＨ２）ｖ－及び－（ＣＨ２）ｖ－（式中、ｖは１～２０の
整数である。）からなる群から選択され；Ｙは加水分解性基であり；Ｙ’は非加水分解性
基であり；そして、ｗは０～２の整数である。｝の基からなる群から選択され；
　Ｒ’はＣ１～Ｃ６のアルキル基、アリール基、及び式：－（ＣＨ２）ｖ－Ｓｉ（Ｙ’）

ｗ（Ｙ）３－ｗの基からなる群から選択されるが、ただし、Ｚが水素の場合、Ｒ’は式：
－（ＣＨ２）ｖ－Ｓｉ（Ｙ’）ｗ（Ｙ）３－ｗの基である。］
の少なくとも１種のシランからなる、フルオロケミカル組成物。
【請求項２】
　式（ＩＩ）：
　Ｍ（Ｙ’）ｓ（Ｙ）ｒ－ｓ

　　　　　ＩＩ
　（式中、ＭはＳｉ、Ｔｉ、Ｚｉ、Ａｌ、Ｖ、Ｓｎ、及びＺｎからなる群から選択され、
　Ｙ’は非加水分解性基であり、
　Ｙは加水分解性基であり、
　ｓは０、１又は２であり、そして
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　ｒは４、３又は２である。）
の少なくとも１種の化合物を更に含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　有機溶媒を更に含む、請求項１又は２に記載の組成物。
【請求項４】
　請求項３に記載の組成物を前記基材に適用することを含む、ケイ質基材の処理方法。
【請求項５】
　式：ＲｆａＳＯ２Ｎ（Ｒ）ＣＨ２ＣＨＺ’ＣＨ２Ｎ（Ｒ）ＳＯ２Ｒｆｂのシランの調製
方法、
　前記方法は、（ａ）式（ＩＩＩ）：
【化２】

　の化合物と、
　（ｂ）式：Ｒｆｂ－ＳＯ２－ＮＨＲの化合物と、
　（ｃ）塩基と、
を反応させて、
　式：ＲｆａＳＯ２－Ｎ（Ｒ）ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｎ（Ｒ）ＳＯ２Ｒｆｂの化合物
を与えること、および、
　式：ＲｆａＳＯ２－Ｎ（Ｒ）ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２Ｎ（Ｒ）ＳＯ２Ｒｆｂの化合物
と、式：Ｗ－Ｑ－Ｓｉ（Ｙ’）ｗ（Ｙ）３－ｗの化合物とを反応させて、式：ＲｆａＳＯ

２Ｎ（Ｒ）ＣＨ２ＣＨＺ’ＣＨ２Ｎ（Ｒ）ＳＯ２Ｒｆｂの化合物を与えること；
　［式中、ＲｆａはＣｐＦ２ｐ＋１（式中、ｐは１～５の整数である。）であり；
　ＲｆｂはＣｑＦ２ｑ＋１（式中、ｑは１～５の整数であるが、ただし、ｐ又はｑの少な
くとも１つは１である。）であり；
　各Ｒは独立してＣ１～Ｃ６のアルキル基又はアリール基であり；
　ＷはＩ－、Ｂｒ－、Ｃｌ－、及びＯＣＮ－からなる群から選択され；
　そして、Ｚ’は式：－Ｏ－Ｑ－Ｓｉ（Ｙ’）ｗ（Ｙ）３－ｗ｛式中、－Ｑ－は－Ｃ（Ｏ
）ＮＨ－（ＣＨ２）ｖ－及び－（ＣＨ２）ｖ－（式中、ｖは１～２０の整数である。）か
らなる群から選択され；Ｙは加水分解性基であり；Ｙ’は非加水分解性基であり；そして
ｗは０～２の整数である。｝の基である。］
からなる。
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